
 需要（デマンド）があった場合に運行を行う交通。 
   タクシーと路線バスの中間の交通機関とされる。 

- 乗降地点・ダイヤ・経路を軸
とした場合、デマンド型交通
に該当する運行形態は、8パ
ターン存在。 

デマンド型交通とは 

市街地循環線のデマンド型交通の可能性検証 
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【目的】 

【運行方法】 

【利用料金】 

大人：500円  高校生以下300円 

【対象エリア】 

【予約・配車システム】 

予約制の相乗り形式のタクシーで、帯
広大正地区であれば行きたい場所へ
どこへでも送迎。平成18年10月より、
市街地までの乗り入れを開始。 

大正地域（農村部）
の交通の確保 

①帯広市大正地区 「あいのりタクシー」 
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デマンド型交通の導入事例 



市街地の指定場所 

 

対象地域の全て 

運行エリア 
【目的】 

・ 交通空白・不便地域における生活交通の確保 
・ 乗合タクシーの課題改善の効果 
・ 乗合タクシーの新たな課題の抽出 

【運行方法】 

あらかじめ電話等で予約い
ただいた該当地域の方々を、
乗合タクシー方式で自宅か
ら順番に、それぞれ目的地
（指定施設：公共施設・JR
駅・病院・商業施設等）まで
送迎するサービス 

【予約・配車システム】 

②恵庭市「乗合タクシー」 
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【運行便数・利用時間帯】 

【利用料金】 

16:3015:00～13:30～12:00～10:30～9:00～7:30～指定の施設⇔自宅

7便6便5便4便3便2便1便往復路

16:3015:00～13:30～12:00～10:30～9:00～7:30～指定の施設⇔自宅

7便6便5便4便3便2便1便往復路

★現在 

【使用車両】 

【指定場所】 

◆ＪＲ駅・・・恵庭駅等3駅 
◆公共施設・・・市役所・図書館等１２施設 

◆スーパー・・・１０店舗 

◆救急指定病院・・・３箇所 

◆病院・診療所・・・２７箇所 

◆公衆浴場・・・２箇所 
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青い線は、今まで利用者の方が少な
かった地域。これからは、タクシーの
ように電話で、利用の予約をいただい
た場合に運行。決まったバス停は無く、
自宅近くの路線（青い点線）で乗車。 

定時定路線 デマンド型（予約運行） 
赤い線は、時刻表に沿って同じ路
線を運行。今までバス路線が無
かった地域を運行すると共に、一
部は住宅地の中を運行。 

③北見市「定時定路線+乗合タクシー」 
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 検討項目 検討方法 

需
要
側 

運行時間帯 
既存の利用者のニーズを把握 

 ⇒市街地循環線運行実績データの便別利用者数を基に分析 

運行エリア 
市街地循環線のサービス提供範囲を踏まえたエリア設定 

 ⇒Ｈ２３年度バス乗降調査における他路線の利用実態を基に分析 

電話予約に対する 

抵抗感 

予約運行に対する利用者の意向を把握 

 ⇒市街地循環線の車内での利用者へのヒアリング調査を実施する。 

利用者制限の必要性 交通弱者のみ や 病院患者のみ といった利用制限の必要性を検討  

供
給
側 

法制度 都市型デマンドの運行に関係する法制度の整理を行う。 

運行車両 需要及び法制度等の面から、運行車両（車種・台数等）の検討を行う。 

運行事業者 
運行事業者に関する検討を行う。 

 ⇒タクシー事業者2社に対し、実施意向等のヒアリング調査を実施 

運行収支 
運賃については、サービス低下（値上げ）により更なる利用者の減少を招く恐れが
あることから、現状の運賃２００円を想定して検討を行う。 

市街地循環線のデマンド型交通の可能性検証 

6 


